
く
ら
し
き
市
民
講
座
「
歴
史
資
料
講
座 

井
上
家
文
書
で
く
ず
し
字
を
学
ぼ
う
」 
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第
１
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進
物
帳
を
読
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倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室 

山 

下 
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▼
井
上
家
に
つ
い
て 

室
町
時
代
の
応
永
年
間
（
１
３
９
４
～
１
４
２
８
）、
高
畠
清
貞
が
阿
波
国
（
徳
島
県
）
か
ら
備
前
児
島
へ
渡
り
、
高
畠
城
（
玉
野
市
）
に
在
城
。
や
が
て
天
正

年
間
（
１
５
７
３
～
１
５
９
１
）
ご
ろ
、
高
畠
和
泉
守
が
小
串
城
（
岡
山
市
）
に
在
城
。
和
泉
守
の
息
子
・
市
正
（
市
之
丞
あ
る
い
は
右
近
）
貞
政
が
宮
崎
村
（
現
・

早
島
町
）
に
移
り
住
ん
で
新
田
開
発
に
従
事
。
市
正
の
次
男
・
新
右
衛
門
が
、
お
そ
く
と
も
16
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
に
倉
敷
村
に
移
り
住
む
。
井
上
姓
を
名
乗
る
。

屋
号
の
宮
崎
屋
は
宮
崎
村
に
ち
な
む
。
分
家
の
屋
号
は
花
屋
。 

江
戸
時
代
、
倉
敷
村
で
村
役
人
や
酒
造
株
な
ど
を
独
占
し
て
き
た
古
禄
十
三
家
の
う
ち
の
一
軒
で
、
３
代
・
三
郎
右
衛
門
か
ら
明
治
初
年
の
新
右
衛
門
（
亮
三
）

ま
で
断
続
的
に
年
寄
役
を
勤
め
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
起
こ
っ
た
新
禄
古
禄
騒
動
で
多
く
の
古
禄
が
没
落
す
る
な
か
、
井
上
家
は
家
産
を
維
持
し
た
。
家
業
は
、

金
融
業
・
地
主
経
営
・
酒
造
業
・
薬
種
の
商
い
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
歴
代
当
主
か
ら
は
文
芸
や
絵
画
な
ど
文
化
面
に
秀
で
た
人
物
を
輩
出
し
、
僧
侶
や
神
職
に

な
っ
た
当
主
も
あ
っ
た
。
現
存
す
る
主
屋
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
は
、
享
保
６
年
（
１
７
２
１
）
ご
ろ
の
建
築
で
、
美
観
地
区
内
の
町
家
の
な
か
で
最
も
古
い
。 

 

▼
進
物
（
＝
音
物
） 

 

誕
生
・
初
節
句
・
紐
落
し
・
元
服
・
婚
礼
・
出
産
・
還
暦
・
喜
寿
・
臨
終
な
ど
の
通
過
儀
礼
、
中
元
や
歳
暮
、
病
気
や
災
害
、
新
築
、
旅
立
ち
、
あ
る
い
は
就

役
や
褒
賞
な
ど
に
あ
た
り
、
贈
ら
れ
た
り
贈
っ
た
り
し
た
金
品
が
帳
面
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
個
人
宅
の
古
文
書
に
し
ば
し
ば
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
う
し
た

贈
答
は
社
会
関
係
を
取
り
結
ぶ
う
え
で
、
と
て
も
大
切
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
品
物
が
贈
答
さ
れ
て
い
た
か
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

     

【
資
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井
上
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文
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